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流域平均雨量

■流域平均雨量の算出方法

○

採用

・合理的であるが、個人差が生
じる。
・時間単位の流域平均雨量を
算定するには莫大な労力

・客観的であり、観測所の面積
的な影響範囲を考慮

・観測所がかなりの数配置され、
一様に分布していることが条
件

・観測所数が極端に少ない場合
に採用

特徴

多い

少ない

流域内の
観測所数

等雨量線を描いて計算し
ます。

等雨量線法

各観測所の支配面積に相
当する重みをつけて計算し
ます。

ティーセン法

複数の観測所の雨量を単
純平均します。

算術平均法

代表観測所の雨量に代表
係数を掛けて計算します。

代表係数法

方法
代表的な
計算方法
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Rave ：流域平均雨量

Ａｎ ：雨量観測所の支配面積

Ｒｎ ：観測雨量

ｎ ：雨量観測所数

Ａ ：流域全体の面積

流域平均雨量

■ティーセン法とは

(第8回 資料4)
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■ティーセン分割図の比較(Ｈ16.10降雨)

現在採用している雨量観測所
(19観測所)

市所管も含めた雨量観測所
(63観測所)

( ) ：欠測しておらず、雨量算定に用いる観測所数
青字：現在採用している観測所
赤字：市所管の雨量観測所
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現在採用している
観測所による①

市所管の雨量観測
所含む②

２日雨量

24時間雨量

■観測所数の違いによる甲武橋上流域流域平均雨量の比較
(H16.10降雨)

23差/①(％)

55差(mm)

237181②

232176①

２日24時間

甲武橋流域平均雨量(mm)
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■例)ティーセン法と算術平均法による
流域平均雨量の比較(H16.10降雨)

912差(mm)

4816
流域平均雨量算
定に影響する観
測所数

172164算術平均法

181176ティーセン法

市所管の観測所
も含む

現在採用してい
る観測所

甲武橋24時間雨量(mm)
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流域平均雨量の妥当性検討

※平成５年～平成13年について、
日・時間雨量観測所ともに21観測所と最も多い。

観測所数の年次変化から
観測所数が異なる数期間に区分

観測所が多い近年の洪水について、
期間別の観測所数を用いて流域平均雨量を算定

観測所数が異なる流域平均雨量の比較により
妥当性の検証を行う
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観測所数の違いによる流域平均雨量の変化

観測所数の違いによる流域平均雨量の変化

（甲武橋上流域24時間）
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S31～S35: 3(11)観測所
S36～S41: 6(13)観測所

S42～S50:14(17)観測所
S51～H 4:16(18)観測所
H 5～H13:21(21)観測所

時間：雨量観測所数
(　)：日雨量観測所
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ティーセン分割図の比較（昭和30年代と平成16年10月降雨）

日雨量ティーセン図(11)

昭
和
30
年
代

時間雨量ティーセン図(3)

平
成
16
年
10
月

日雨量ティーセン図(19)時間雨量ティーセン図(19)

( )：観測所数を示す。


